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概要: 

このソフトウェアは、当社製品ＦＦＴアナライザ（ＣＦ，ＤＳシリーズ）で記録したデー

タを読みやすいテキストファイルに変換したり、Microsoft Excel で文章やプレゼンテー

ションのためのグラフをボタン操作一つで簡単に作成することができます。  

データ変換プログラムと Excel マクロプログラムの二つのプログラムで構成されています。 

 

 

 

 

 

小野測器
ノート
本PDFファイルはインストール手順書と操作説明書から構成されています。

操作説明書は９ページ目から１７ページとなります。右上のボタンから直接飛ぶことも可能です。
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● 第１章  インストール／組み込み手順 

 

1. Setup.exe を起動するとインストールを開始します。 

2. 「GraphInterface のｲﾝｽﾄｰﾙへようこそ」のダイアログが表示されますので「次へ」

をクリックします。 

3. 「ｲﾝｽﾄｰﾙ先ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの選択」のダイアログでセットアップフォルダを指定して「次へ」

をクリックします。フォルダ名を直接入力してフォルダを作ることができます。 

4. 「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬｸﾞﾙｰﾌﾟの選択」のダイアログで GraphInterface のグループ名を選

択します。GraphInterface のコンポーネントは選んだグループとしてスタートメニ

ューの下で登録されます。「次へ」をクリックします。 

5. 「ｲﾝｽﾄｰﾙの準備を完了しました」のダイアログが表示されますので、「次へ」をクリ

ックします。ファイルのコピーが行われます。 

6. 「ｲﾝｽﾄｰﾙを完了しました」のダイアログが表示されたら、「完了」をクリックします。 

 

インストールの後で、GraphInterface の最終設定のためのプログラムが実行されます。こ

の設定については第２章をご参照ください。 

※ 再インストールの際、まずアンインストールして下さい。 
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● 第２章  最終設定の手順 

 

データ変換プログラムのウインドウから、マイクロソフト Excel を直 

接実行するため、Excel.exe (アプリケーションファイル) が保存さ 

れた場所とバージョンを GraphInterface に指定する必要があります。 

この指定を「最終設定」と呼びます。最終設定を行うプログラムが自 

動的に呼び出されるのは、 

・ インストールが終了したとき 

・ BPDMake を実行して最終設定がまだ正常に終了されていないとき 

・ GraphInterface の Excel マクロを呼び出して最終設定がまだ正常に終了されてい

ないときです。 

 

最終設定のダイアログが表示されたら、 

1. 「参照」をクリックして、Excel.exe のパスを探します。通常は、 Excel.exe とい

うアプリケーションファイルが下記のような場所にあります： 

・ C:\Program Files\Microsoft Office\Office\Excel.exe 

・ C:\MSOffice\Excel\Excel.exe 

      など 

 

   ファイルを見つけたら、Excel.exe にダブルクリックして、最終設定のダイアログに 

   戻ります。 

2. Excel のバージョンを指定します。Excel95 をご利用の場合は、「Ｅxcel95」を、

Excel97 以降のバージョン の場合は「Excel97 以降」をクリックして下さい。 

   Excel を利用しない場合は、「利用しません」をクリックください。 

   [×] をクリックしますと、最終設定をキャンセルします。その場合は、最終設定が次

の際自動的に実行されます。 

※ 最終設定を間違ったら、GraphInterface のメニューグループから「最終設定実行」

を選んで、設定を直してください。 

※ 設定は、GraphInterface のインストールフォルダにある BPDMake.ini ファイルに保

存されます。このファイルを手動的に編集しないでください。 
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● 第３章  アンインストール／削除の手順 

 

1. スタートメニューから「設定」／「コントロール パネル」を選択します。 

2. 「コントロール パネル」というウインドウで「アプリケーションの追加と削除」を

ダブルクリックします。 

3. 「アプリケーションの追加と削除 のプロパティー」のダイアログの下にある一覧で 

GraphInterface のグループ名をダブルクリックしますと、アンインストールが開始

します。 

4. 表示されるダイアログでそのまま「次へ」をクリックします。 

5. 表示されるダイアログで「アンインストール」をクリックします。 
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● 第４章  GraphInterface のファイル一覧 

 

GraphInterface のインストールＣＤに含まれるファイル： 

    

        Setup.exe              自動インストールプログラム 

        Readme.txt             このファイル 

 

    

以上 

 

GraphInterface のファイルは下記の通りです： 

    BPDMake.exe            データ変換プログラム 

    BPDMake.ini            BPDMake.exe のための初期化ファイル 

    BPDQuickView.exe       *.bpd ﾌｧｲﾙの内容表示のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

    BPDSetup.exe           最終設定プログラム 

    DATQuickView.exe       *.dat ﾌｧｲﾙの内容表示のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

    GraphInterface95.xls   Excel95 のためのマクロ 

    GraphInterface97.xls   Excel97 のためのマクロ 

    GraphInterface.ini     マクロのための初期化ファイル 

    Launch.exe             Excel 呼び出しツール 

    Readme.txt             このファイル 

    GraphInterface.txt     グラフ作成マクロの説明 

    BPDMake.txt            データ変換プログラムの説明 

    Layout.txt             グラフのデザインの編集についての説明 

    VersionInfo.txt        ソフトバージョン情報ファイル 

以上 

 

以下の三つのファイルが Windows\System のフォルダへコピーされます： 

    Comctl32.ocx           ActiveX コントロールライブラリー 

    Comdlg32.ocx           ActiveX コントロールライブラリー 

    Mscomm32.ocx           ActiveX コントロールライブラリー 

以上 
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● 第５章  対応されるフォーマット 

 

GraphInterface は、 ONO SOKKI 製の複数のアナライザのデータフォーマットを対応して

おります。 

    製品名                    対応フォーマット 

    CF-350/360                 *.txt                         ※１ 

    CF-1200                                                  ※４ 

    CF-6400                           *.prn         *.dat    ※２ 

    CF-4210/4220                             *.grp  *.dat    ※２ 

    CF-5210/5220                      *.prn         *.dat    ※２ 

    DS-0921/0221/0321           *.txt               *.dat    ※２ 

    DS-0922/0222/0322                               *.dat    ※２ ※３ 

 

1)   *.dat は、ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ (binary) の拡張子です。 

2)   *.txt, *.prn, *.grp は、ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ (ASCII ﾌｫｰﾏｯﾄ) の拡張子 

     です。  

 

※１ この製品は特別な変換ソフトが必要です。 

※２ オクターブ分析は、ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ (ASCII) のみ対応されます。 

※３ 最大ブロック数が 800 ラインのときの DS-0922 トラッキング 

     データは未対応です。 

※４ CF-1200 とパソコンを RS-232C により接続し、GraphInterface で CF-1200 のメモリ 

     データを読み込み、ファイル変換を行います。 

 

● 第６章  ソフト開発者への参考 

 

GraphInterface95/97.xls のマクロが作成するグラフのデザインは、 modUserLayout とい

うマクロのモジュールにて定義されています。このモジュールを編集するとグラフの位置、

彩り、凡例の位置、追加の情報の表示などが簡単にお客様の希望通りにデザインできます。 
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    CF-3200/3400/               *.txt               *.dat    ※２ 
    CF-3600/3650/3800/3850      *.txt               *.dat    ※２ 



 

● 第７章  BPDQuickView 

 

GraphInterface と一緒に BPD ファイル内容表示ソフトがインストールされて、システム

のほうで関連付けが登録されます。BPD ファイルをダブルクリックしますと、そのファイ

ルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

● 第８章  DATQuickView 

 

DATQuickView.exe は、GraphInterface のインストールフォルダにあるアプリケーション

です。DATQuickView.exe のアイコンに DAT ファイルをドロップしますと、そのファイル

の内容が表示されます。 

 

 

操作の説明はインストール後作成される説明のメニューをご覧ください。 

 

 

 7



 

ONO SOKKI 

 

GraphInterface 

ｸﾞﾗﾌｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 
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    ソフトウェアがインストールされると、プログラムのグループの中に 

    ＧｒａｐｈＩｎｔｅｒｆａｃｅのメニューが作られます 

 

タスクバー の スタート －＞ プログラム －＞ GraphInterface をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフインター

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェイスの各プログラム、説明が表示されます。 
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機能説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ＢＰＤＭａｋｅ－データの変換 

 ＣＦ3200･3400、CF-5200、CF-1200、CF-4200、ＤＳのデータをＥｘｃｅｌマクロで処理でき

る形に変換します。 

 また、同時にテキスト形式のファイルでも保存できます。 

２．Ｅｘｃｅｌでグラフを作成 

 ＢＰＤＭａｋｅ で作成された ＊．ＢＰＤファイルデータをグラフ 

 表示させます。 

３．アンインストール 

 本ソフトウェアをアンインストールします。 

４．バージョン情報 

 本ソフトウェアのバージョンを表示します。 

５．一般：Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ 

 インストール手順について説明してます。 

６．最終設定を実行 

 本ソフトウェアからエクセルを使用する場合の設定を行います。 

 インストール時に設定した場合は、操作不要です。 

７．説明：ＢＰＤＭａｋｅ 

 ＢＰＤＭａｋｅソフトの説明文書を開きます。 

８．説明：GraphInterface 

 グラフ表示の説明文書を開きます。 

９．説明：Layout.txt 

 マクロの機能の説明です。 
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１．ＢＰＤＭａｋｅの操作 （ファイルの変換） 

１―１．起動 

 

 

 

をクリックし

下のウィン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１―２．変換

追加ボタン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルを選

選びます。

選択したら

選択された

 

ます。 

ドウが開きます。 

ファイルの指定 

を押します。 

変換するファイルの選択 
択するウィンドウが開きます。変換したいファイルをクリックして 

複数ファイル選ぶ場合は、Ctrl を押しながらクリックしてください。 

ＯＫをクリックします。 

ファイルが読み込みファイル一覧に表示されます。 
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変換ファイルとログファイル（変換するファイル名の保存用ファイル） 

の保存先を指定します。初めは、初期設定のフォルダになってます。 

  出力フォルダ をクリックして、チェックマークを付けます。 

参照ボタンをクリックして、保存フォルダを指定します。 

選択されたファイ

ル一覧 

変換ファイルの保存

先の指定 

変換形式の設定 
   バイナリー 
   テキスト 
CF-1200 データ読み込

み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変換をしないファイルを選択ファイルから削除する場合は、ファイル名をクリック 

してから、削除ボタンをクリックしてください。 

１－３．変換形式の設定 

変換形式の設定を行います。  設定 ボタンをクリックしてください。 

ＢＰＤファイルを作成する：    グラフ表示用のファイルを作成します。 
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   エクセルのマクロを使用する場合（GraphInterface）はチェックマーク付けます。 

ＡＰＤファイルを作成する：    テキスト形式で保存します。 

両方、またはどちらか片方を選択してください。 Ｘ をクリックして閉じます。  

１－４． 変換の実行 

 変換開始ボタンをクリックします。 

 選択されたファイルを変換します。終了すると、終了表示ウィンドウが開きますので 

ＯＫをクリックして、閉じてください。 

これで、ファイルは変換されました。終了する場合は、Ｘ をクリックして閉じます。 

あとで、グラフ化することもできますが、このままグラフ表示するには、 

 Ｅｘｃｅｌを実行 をクリックします。 

 

１－５ ＣＦ－１２００のデータ読み込み 

 ＣＦ－１２００（ハンドヘルドＦＦＴアナライザ）のデータからＢＰＤファイルを作成するには、まずＣＦ

－１２００のメモリカードデータをＲＳ－２３２Ｃにより、パソコンでデータを読み込み、その後ＢＰＤフ

ァイルを作成します。 

 ＣＦ－１２００とパソコンをＲＳ－２３２Ｃケーブルで接続します。ＣＦ－１２００のＲＳ－２３２Ｃインタ

ーフェースをＯＮにしてください。（ＣＦ－１２００マニュアル参照ください） 

ＢＰＤ Ｍａｋｅメニューの中の、設定ボタンをクリックしてください。 

下記ウィンドウが開きます。 

 

次にＣＦ－１２００のタブボタンをクリックします。 

下のウィンドウが開きます。ＣＦ－１２００のﾒﾓﾘを読み込むをチェックして、ＯＫボタンをＯＮします。 
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               ここをチェック              

 

 

パソコンのＲＳ２３２Ｃ

のポート番号を設定します。

下の画面に戻ります。追加ボタンをクリックしますとデータの読み込みを行います。 

 

 

 

追加ボタンをクリッ

ク 
6データ読み込み中 



データ読み込みが完了すると下のウィンドウが開き、ＣＦ－１２００のメモリリストが表示されます。 

このリストからファイルを作成するデータの番号をクリックし、保存ボタンをクリックします。 

 

ファイルの保存先指定のウィンドウが開きますので、ファイル名をつけて保存します。 

ここでＣＦ－１２００のデータがパソコンでのＤＡＴファイルとして保存されました。 

この後は前項目Ｐ３～４ １－２変換ファイルの指定の操作により、読み込みファイル一覧の中か

らからＢＰＤファイルに変換するファイルを選択、次に１－３変換形式の設定を行い、１－４変換の

実行操作の通り、変換開始ボタンをクリックするとＢＰＤまたはＡＰＤファイルに変換されます。 

 

１－６ グラフ表示 

Ｅｘｃｅｌを実行 をクリックすると、Ｅｘｃｅｌが起動します。 

マクロを無効にするか有効にするかたずねてきますので、有効にするを選択してください。 

エクセル起動後 下のウィンドウが開きますので、実行開始ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ表示する

 

ファイルの指定をします。 
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参照ボタンをクリ

グラフの作成開始

 

エクセル上では１

グラフ画面用シー

データ用シート： 

データ情報用シー

が作成されます。

印刷例を示します

0

0.0005

0.001

0.0015

0.002

0.0025

0.003

0.0035

0.004

0

MAG [m/s

SPC1

MAG

 

 

ックしてグラフ表示するファイルを選んでください。 

ボタンをクリックすると、表示処理後、画面にグラフが表示されます。 

ファイルに付き、 

ト：   グラフ表示 

    データの数値表、 Ｘ軸値とＹ軸値  

ト    データの計測時のコンディション一覧 

 

。  

2000 4000 6000 8000 10000

Freq [Hz]
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